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序章  研究の背景と目的  
 
第 1 節  研究の背景  
 
1960 年代から 1970 年代にかけて国際機関による教育政策形成への
影響が大きい。この時期では、教育へのアクセスの民主化を求め、教育
機会の拡大と平等を中心に政策が議論されてきた。例えば、 1965 年の
第 3 回成人教育推進国際委員会において、P.ラングラン（ Paul Lengrand）












して評価できる 2。  
こうした提起を受けて、「経済協力開発機構（ OECD）」の教育研究革新
センター（ Center for Educational Research and Innovation: CERI）
















































第 3 節  研究の方法  
 
 本研究は 2016 年からインドネシアのジャワ州、チマヒ市とバンドゥ
ン市において質的研究方法を用いたフィールド調査を行った。メリア
ムは質的研究方法より「人々の現象、過程、思考や観点を発見し理解で
きる」（ Merriam 1998: 11）としている。  
本研究調査事例として 1 番目は、チマヒ市の PKBM で実施されている
ノンフォーマル教育活動である識字教育プログラム調査である。 2 番








で表記し、 Maxqda ソフトウェアを使って分析した。  
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
第 4 節  本論文の構成  
 
本論文は序章と終章を含め 6 章で構成する。全体の流れ及び章の関








という 3 つの側面から先行研究を検討する。  












第 4 章は、「 PKBM における同等教育プログラムの実践―成人学習者












































































終章  本研究の成果と今後に残された課題  
事例研究  
究  
第 4 章  同等教育プログラムの実
践―成人学習者を中心に  
 
学 校 教 育 に 相 当 す る オ ル タ ナ








ミネルヴァ書房、 59 頁。  
2 高橋満、2017、「成人教育の社会学に向けて」高橋満編『成人教育の社会学―
パワー・アート・ライフコース』東信堂、 6 頁。  
3 佐藤一子、2006、『現代社会教育学―生涯学習社会への道程』東洋館、127 頁。  
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経済学者 P.H. クームス（ Coombs, P. H）らが 1968 年に提唱した「 The 
World Educational Crisis 1」で取り上げ、その後ユネスコをはじめと
する国際連合や世界銀行などの国際的諸機関によって一般的に使用さ










の構築は最重要な課題の一つであった（黒田・横関  2005: 2）。ユネス
コが生涯教育の概念を提唱したのも、共通した背景がある。  















開発の必要性から生まれてきたものであると指摘している 5。  
渋谷 (1980)の整理では、以上のような Coombs による教育の三様式の
定義からそれぞれの関係を図 1-1 のように表しているが、これだけで
はノンフォーマル教育の概念が明確にされたとはいえない 6。これにつ




2 に、「補集合としての nonformal education を作り出したところの、










図 1-1 informal, nonformal, formal education の関係  




題 で あ り 、 こ れ を 機 関 と し て 担 う コ ミ ュ ニ テ ィ 学 習 セ ン タ ー



















著名なのは、『脱学校論』を唱えた I.イリイッチ（ Ivan Illich）や、



















足教育）と MOBRAL（ブラジル識字運動）である 9。  
 こうした西井が、 1970 年代ブラジルにおけるノンフォーマル教育の
概念形成の中核をなしたのは「開発」であり、さらに 1980 年前半には

























「平和の構築」などの分野に及び、「万人のための教育（ Education for 
All:EFA）」、人々のライフスキルを高める学びの保障がうたわれている
のである 14。  
Fordham (1993)は、 1970 年代以降ノンフォーマル教育の役割に関連
する特徴には 4 つあるという。Fordham によると、ノンフォーマル教育
の特徴とは、 1)恵まれない人びとのニーズに関連する特色、 2)特定の
人びとといった住民に目指している特色、 3)住民の要望への対応を目











ンパワーメントである 16。  
 かつて Kindervatter (1979)は、「開発」におけるノンフォーマル教
育の役割は、エンパワーメントのプロセスであると指摘している。エ
ンパワーメントは、社会での地位を改善することが出来、人びとは理





















2) 自 己 管 理 と コ ラ ボ レ ー シ ョ ン (self-management and 
collaboration) 
  仕事関係で力を平準化あるいは共有することである。  
3) 参加型アプローチ（ participatory approach）  
  人びとが自分の生活に関連する計画の性質と開発をコントロー
ル出来るようにする。  
4) 正義のための教育（ education for justice）  
人々が不正義に気づき、それに対処することを助けるためである。
そこで、文化界あるいは、分析を促進し、行動を起こすための支















 ノンフォーマル教育活動の先行研究では、主に CLC（ PKBM）で行われ
ている活動の研究が見られるものがある。  






べながら、 DAM（ Dhaka Assania Mission）のノンフォーマル教育アプ
ローチと、コミュニティの開発の中心となっているコミュニティ学習


































る 23と述べている。  
Susanti, F., Sawa, S., & Emmy, B (2012)は、 PKBM Al-Muttaqin に
おける漁師の妻たちのエンパワーメントの活動事例を取り上げる。具
体的には、 PKBM Al-Muttaqin にける漁師の妻たちのエンパワーメント
の活動モデルを紹介し、その実践を通して彼女たちへの影響（インパ
クト： impact）を考察する。  


















らの支援があることを例としてあげることが出来る 25。  




Karawang 県の PKBM Assolahiyah での住民たち向けの起業家教育を通
しての住民エンパワーメントである。  
Hidayat 他によると、Karawang 県 Tanjung Baru の  PKBM Assolahiyah
の中での住民たち向けの起業家教育通して住民エンパワーメントプロ
グラムにおいては、 Karawang 県 Tanjung Baru の地域の潜在能力可能
性最大限に活用することが出来る。 PKBM Assolahiyah は、住民が普通
の製品のエビペーストから品質を高め、市場で競争出来る優れた製品














ことにある（丸山 2013）という。  
つまり、成人教育の実践では、相互作用主義であり、さらに、教育実
践では、社会的価値をめぐる問題がつねに厳しく問われなければなら





















レ イ ヴ と ウ ェ ン ガ ー （ 1991； 1993） が 提 唱 し た 「 状 況 的 学 習 論
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PKBM で多く実施されているということを明らかにする。  
 
第 1 節  インドネシアの貧困と識字教育の課題  
 










ーストラリアである。面積は 1,910,931km 1。首都 /州の数は 34、市の数
は 98、県の数は 416、郡の数は 7024、村の数は 81626 である。総人口
は 2016 年現在 258,705,000 人、うち男性は 129,988,700 人、女性は






で語彙も異なる 721 以上の言語が日常生活で使われている 2。  
 
図 2-1  インドネシアの全体図  
出典 : https://ja.wikipedia.org より。  
 
2.  インドネシアの貧困の現実  
国際協力銀行が発表しているインドネシア共和国の貧困プロフィル
はインドネシアの貧困問題について開示されている。インドネシアの
中央統計局（ BPS: Badan Pusat Statistik）は、社会経済調査（ SUSENAS: 
Survei Sosial Ekonomi Nasional)のデータに基づき、貧困ラインの設
定及び貧困ライン以下の人口を設定している。中央統計局は、「貧困ラ
イン」を「 1 人 1 日 2,100 キロカロリー相当の食糧と、それ以外の必需
品（衣服・住居・教育・保健・交通等の 25～ 27 非食品項目）を得るの
に最低限必要な支出水準」と定義され、都市部と農村部別に総合貧困
ラインを定めている 3。  
表 2-1 と表 2-2 は、インドネシアの中央統計局が発表しているデー
タから読み取れるように、貧困には次のような実態がある。  
1976 年にはインドネシアの貧困人口率は 40.10%の高さであった。ス




表 2-1  インドネシアにおける貧困状況（ 1976-2008 年）  
 貧困ライン（ルピア） 貧困人口数（百万人）  貧困人口率  
年  都市  農村  都市  農村  計  都市  農村  計  
1976 4,522 2,849 10.00 44.20 54.20 38.80 40.40 40.10 
1978 4,969 2,981 8.30 38.90 47.20 30.80 33.40 33.30 
1980 6,831 4,449 9.50 32.80 42.30 29.00 28.40 28.60 
1981 9,777 5,877 9.30 31.30 40.60 28.10 26.50 26.90 
1984 13,731 7,746 9.30 25.70 35.00 23.10 21.20 21.60 
1987 17,381 10,294 9.70 20.30 30.00 20.10 16.10 17.40 
1990 20,614 13,295 9.40 17.80 27.20 16.80 14.30 15.10 
1993 27,905 18,244 8.70 17.20 25.90 13.40 13.80 13.70 
1996 38,246 27,413 7.20 15.30 22.50 9.70 12.30 11.30 
         
1996 42,032 31,366 9.42 24.59 34.01 13.39 19.78 17.47 
1998 96,959 72,780 17.60 31.90 49.50 21.92 25.72 24.23 
1999 92,409 74,272 15.64 32.33 49.97 19.41 26.03 23.43 
2000 91,632 73,648 12.30 26.40 38.70 14.60 22.38 19.14 
2001 100,011 80,382 8.60 29.30 37.90 9.76 24.84 18.41 
2002 130,499 96,512 13.30 25.10 38.40 14.46 21.10 18.20 
2003 138,803 105,888 12.20 25.10 37.30 13.57 20.23 17.42 
2004 143,455 108,725 11.40 24.80 36.10 12.13 20.11 16.66 
2005 150,799 117,259 12.40 22.70 35.10 11.68 19.98 15.97 
2006 174,290 130,584 14.49 24.81 39.30 13.47 21.81 17.75 
2007 187,942 146,837 13.56 23.61 37.17 12.52 20.37 16.58 
2008 204,896 161,831 12.77 22.19 34.96 11.65 18.93 15.42 
出典： Badan Pusat Statistik, Statistik Indonesia (2008: 581)より作成。  





し、 1996 年には貧困人口率を 11.30％まで減少させた。約 54.20 百万
人から 22.50 百万人への減少である。その結果、 20 年間でインドネシ
アの貧困率の削減が成功と言われた。  
1997 年から 1998 年の経済危機・政治危機の中で退任し、政権が代わ
ると、この貧困率統計も 1998 年調査を基準に修正された。見直しの結
果、 1996 年の貧困人口及び率はこの表よりも高い数値（ 17.70%）を示
すこととなる。  
その後、 1997 年半ばに始まった経済危機が大きく影響し、貧困人口







表 2-2  インドネシアにおける貧困状況（ 2009-2017 年）  
 貧困ライン (ルピア） 貧困人口数（百万人）  貧困人口率  
年  都市  農村  都市  農村  計  都市  農村  計  
2009 222,123 179,835 11.91 20.62 32.53 10.72 17.35 14.15 
2010 232,989 192,354 11.10 19.93 31.02 9.87 16.56 13.33 
2011 263,594 223,181 10.95 18.94 29.89 9.09 15.59 12.36 
2012 277,382 240,441 10.51 18.09 28.59 8.60 14.70 11.66 
2013 308,826 275,779 10.63 17.92 28.55 8.52 14.42 11.47 
2014 326,853 296,681 10.36 17.37 27.73 8.16 13.76 10.96 
2015 356,378 333,034 10.62 17.89 28.51 8.22 14.09 11.13 
2016 372,114 350,420 10.49 17.28 27.76 7.73 13.96 10.70 
2017 400,995 370,910 10.27 16.31 26.58 7.26 13.47 10.12 
出典： Badan Pusat Statistik, Statistik Indonesia (2018: 211)より作成。  




3.  識字率の状況  
インドネシアの識字率問題について詳説する。成人識字率（ 15 歳以
上で読み書きが出来る者の比率）は、図 2-2 の通りである。インドネ
シア全体で見ると、 2009 年は 92.58％である。（内訳男性が 95.65％、
女性が 89.68％）。 2018 年には 95.66％である。（内訳男性が 97.33％、











図 2-2  インドネシアの 15 歳以上の識字率  (2009-2018 年 ) 
出典： Badan Pusat Statistik Indonesia (2019 年 )データより筆者作成。  




2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
男性 95.65 95.35 95.59 95.87 96.47 96.79 97.11 97.17 97.47 97.33
女性 89.68 90.52 90.07 90.64 91.4 93.45 93.34 93.59 94.36 93.99












第 2 節  学校教育の課題  
 
1.  インドネシアの教育制度  
インドネシアにおいては、1945 年憲法の第 31 条第 2 項に基づき、国
民教育法が制定された。1989 年 3 月 27 日には「国家教育制度に関する
1989 年 2 号法律」5により、インドネシアにおける教育制度には「学校
教育」と「学校外教育」の 2 つがあるとされた。つづく 2003 年の「国
家教育制度に関する 2003 年第 20 号法律」 6でインドネシアの教育制度
は、フォーマル教育、ノンフォーマル教育、インフォーマル教育の 3 つ
に改定された。続いて、同じ法律でその 3 つの教育形態の定義は以下
の様に定められた。第 1 章の第 1 条 11 項で、フォーマル教育は、初等
教育、中等教育、高等教育といった学校体系に基づいて構造的及び組
織的に行われる教育である。第 1 章の第 1 条 12 項で、ノンフォーマル
教育は、フォーマル教育以外で行われる教育で構造的及び機関的に行
われる教育である。さらに、第 1 章の第 1 条 13 項で、インフォーマル
教育は、家庭や環境に基づいて行われる教育であるとそれぞれ定義さ






就学前教育は、 4 歳から 6 歳の幼児を対象に、幼稚園（ TK: Taman 
Kanak-kanak)及びイスラム系の幼稚園（ BA: Bustanul Athfal や RA: 
Raudatul Atfhal）で行う。初等教育は、 6 年間で 7 歳から入学し、小
学 校 (SD: Sekolah Dasar) 及 び イ ス ラ ム 小 学 校 （ MI: Madrasah 
Ibtidaiyah）で履行する。終了時には国家試験が実施され、合格者には
卒業証明書が授与され前期中等教育進学が可能になる。  
前期中等教育の履修年限は 3 年間である。中学校 (SLTP: Sekolah 































図 2-3 インドネシアの国家教育制度に関する 2003 年第 20 号法律  































図 2-4 インドネシアの国家学校教育制度に関する 2003 年第 20 号法律  





この小学校と中学校の 9 年間は義務教育である。後期中等教育は 3 年
間で、一般高校（ SLTA: Sekolah Lanjutan Tingkat Atas）及びイスラ
ム高校（ MA: Madrasah Aliyah）、また職業技術教育に重きを置いた一











試験が実施される。総合大学では、通常 4 年で学士課程相当の S1 学位、
2 年で修士課程相当の S2 学位、 3 年で博士課程相当の S3 学位である。
さらに、アカデミー (Akademi)、ポリテクニック (Politeknik)、専門大
学 (Institut)、カレッジ (Sekolah Tinggi)では、 1 年から 4 年で D1 か
ら D4 のディプロマプログラム課程が提供されている 7。  
 
2.  進学率の状況  
インドネシアの義務教育は、 9 年間で、小学校と中学校としている。
義務教育の実施状況の内純就学率と総就学率を以下に示す。  
ま ず 、 純 就 学 率 （ NER: Net Enrollment Ratio/APM: Angka 
Partisipasi Murni）は、ある学年に在籍すべき年齢の人口に対する、
その学年に在籍すべき年齢の生徒数の割合である。さらに、総就学率






教育のパケット A 相当する小学校、パケット B 相当する中学校、パケ
ット C 相当する高校も含められる。  






図 2-5  2007-2017 年の純就学率（フォーマル教育のみ）  
出典： Badan Pusat Statistik Indonesia データの下より筆者作成。  
 
さらに図 2-6 をみるように、インドネシアの総就学率はそれぞれ小
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図 2-6 2007-2017 年の総就学率（フォーマルとノンフォーマル教育）  
出典： Badan Pusat Statistik Indonesia データの下より筆者作成。  
 
第 3 節  ノンフォーマル教育と PKBM の概要  
 
1.  ノンフォーマル教育の概要とその展開  
1945 年 8 月 17 日インドネシア独立宣言により独立が成立した。イ
ン ド ネ シ ア 独 立 以 前 は 礼 拝 所 や プ サ ン ト レ ン (イ ス ラ ム 系 の 学 校
/Pesantren)で教育活動が実施されていた。そのほかにも、一般教育や
政治講座、女性コース、組織幹部コース、スカウティング、青年のため
のスポーツ活動等の様々な教育活動が行われていた 8。  
インドネシアにおいて独立は、植民地としての教育や貧困の無視か
ら解放をもたらした。独立後の教育活動は国家の意識教育に焦点を当
て た も の と し て 実 施 さ れ 、 住 民 に 教 育 の 機 会 を 提 供 し た (Sudjana 
2010)。  
 1946 年 6 月には、ジョグジャカルタで中央インドネシア国家委員会
（ BPKNIP: Badan Pekerja Komite Nasional Indonesia Pusat）は、住
民のための教育がより多くの協力を望んでいるマングンサルコウォ
（ Mangun Sarkowo）から提案を受け取った。その結果は、文部科学省
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（ Kementerian Pendidikan, Pengajaran dan Kebudayaan）のもとに一
部セクションという社会教育課（ Bagian Pendidikan Masyarakat）が
設置された。役割は、非識字の解消、公教育の講座、地域住民の図書室
を実施した。そして、その役割の範囲が広すぎるため、社会教育課のス





（ Departemen Pendidikan Dasar dan Kebudayaan）のもとに社会教育
局  (Direktorat Pendidikan Masyarakat)になった。役割については同
じである 9。  
1983 年には、社会教育局はノンフォーマル・青年・スポーツ教育総
局 (Direktorat Jenderal Pendidikan nonformal, Pemuda, dan 
Olahraga)のもとになった。ノンフォーマル教育が法的承認化が開始さ
れたのは 1989 年である。その後ノンフォーマル教育は、「国家教育制
度に関する」 1989 年第 2 号法律と「就学前に関する」 1990 年第 27 号
政府規制と「ノンフォーマル教育に関する」1991 年第 73 号政府規制の
準拠もとに展開においては、実践や様式などについては明確である。
1991 年第 73 号政府規制にもとづいて、ノンフォーマル教育のプログ
ラムの種類は、一般教育、宗教的教育、雇用者の教育、公教育、職業教
育等である。さらに、ノンフォーマル教育の施設の種類は、①家庭教
育、②塾、③学習会、④同類教育施設等である 10。  
 2000 年 に は 、 社 会 教 育 局 は 、 ノ ン フ ォ ー マ ル ・ 青 年 教 育 総 局
（ DIKLUSEPA: Direktorat Jenderal Pendidikan Nonformal dan Pemuda）
のもとになり、ノンフォーマル教育の役割、システム、プログラムの種
類、施設の形態などは同じであるが、体育は別になる。さらに、2003 年
には、2003 年第 20 号法律が決定され、ノンフォーマル・青年教育総局
の名前からノンフォーマル・青年教育総局 (Direktorat Pendidikan 

















さらに、それらの活動は数 10 年で UNESCO、 UNICEF、 FAO、 ILO 等と
いう国際機関から援助を受けてきた 11。インドネシアのノンフォーマル
教育、インフォーマル教育の実践のメカニズムは、図 2-7 となってい
る。 PKBM を事例にして注目してその概要について論述する。  
 
2.  住民学習活動センター（ PKBM）の概要  




どうだろうか。 Kamil（ 2011）によれば、 PKBM は 1970 年代に存在して
おり、住民に基づいて設計されたノンフォーマル教育サービスを提供
することを目的としている。この概念は、文部科学省の社会教育局
(Direktorat Pendidikan Masyarakat, Departemen Pendidikan dan 
Kebudayaan)によって最初に報告された。 PKBM の展開は 1990 年代半ば




































た 12。  















(1)  PKBM とは何か  








ば、 2015 年にインドネシア全国の PKBM の数は 11.500 館であり、うち
政府認定された PKBM は 9.841 館である 15ということを示したものが、
表 2-2 である。さらに、インドネシアには 2015 年現在、政府 (central 
government)が設置する PKBM は 47 館、また、行政 (local government)
37 
 
が設置する PKBM は 6.978 館、財団 (foundation)が設置する PKBM は 438
館、その他 (others)が設置する PKBM は 4.037 館である 16。  
 
(2)  PKBM の目的・役割・機能  









問題を解決することが出来ることを向上させることの 3 つである 17。さ
らに PKBM の働きとしては以下の 4 機能「住民の学びの場」、「住民たち
の意見交換の場」、「情報センターの場」、「住民の交流の場」が考えられ
る 18。  
 















うなどの問題も見られる 19。  
 





























(4)  PKBM の学習・活動実践  
PKBM で実施される種々のノンフォーマル教育プログラムによる各
PKBM の活動範囲は、PKBM がある地域の状況や住民のニーズによって大
きく異なっている。 2016 年のデータによると、識字教育は 4,002、地
域読書センターは 2,607、同等教育は 1,077、塾は 828、幼児教育は 2,986





教育を代替し、補強し、補完する教育と規定されている 21。  
 
表 2-4  PKBM で実施されているプログラム（ 2015 年）  
番号  PKBM 実施されるプログラム  数  
1 識字教育  4.002 
2 地域読書センター  2.607 
3 同等教育  1.077 
4    塾   828 
5 幼児教育  2.986 
出典： Kementerian Pendidikan dan Kebudayaan（ 2016 年）資料より筆者作成。  













人口率は 10.12%である。また、成人識字率の状況は、最近の 2009 年か
ら 2018 年までの 10 年間で改善されつつあるが、現在でもなお非識字
者が存在している。その中身は、男女別の識字率では男性より女性が
低いことである。  
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の参加と学びのプロセス及び意識・行動の変容を明らかにする。   
 
第 1 節  インドネシアにおけるノンフォーマル教育とエンパワーメン
ト  
 
1.  インドネシアにおけるノンフォーマル教育  
2003 年に制度化された法律第 20 号によるとインドネシアの教育制度
は、フォーマル教育、ノンフォーマル教育、インフォーマル教育の 3 つ
















上させ、生活自立に向けた能力の開発をも範疇に入れる 4。  
 






的 に 機 能 さ せ る 意 義 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 こ れ を 機 能 的 識 字




























た展開する（ experiential learning） 6。  
さらに、評価プロセスも学習者の関与とチューターとの合意によっ








向上を目的とした教育活動である 9。識字教育プログラムの対象は 15 歳







図 3-1  識字教育プログラムグランドデザイン  
出典： Mendikbud, Dirjen PAUD, Nonformal, dan Informal(2014: 3)より作成。  
（文部省、幼児教育、ノンフォーマル・インフォーマル教育局）  
 
第 2 節  調査の概要  
 
1.  調査地と対象者  
調査地は、西部ジャワ州（ West Java Province）チマヒ市 (Cimahi 
City)北チマヒ郡（ Cimahi Utara District）チパゲラン区（ Cipageran 
Village）である。調査対象者は PKBM BMC で実施されているノンフォ
ーマル教育活動である識字教育プログラムに参加した一つのグループ
と教職員である。調査は、2016 年 9 月 5 日から 24 日にかけて、続いて
2017 年 3 月 9 日から 27 日や 8 月 23 日から 9 月 17 日にかけて、そし
て 2018 年 3 月 11 日から 26 日にかけて、延べ 4 回 PKBM BMC を訪問し
行った。今回の調査協力者は総 10 名、内訳は、学習者 6 名（表 3-1）、





2.  調査の方法と分析  
調査の方法はインタビューで行い、インタビューは半構成化面接法
により質的調査を行った。インタビューの場は PKBM BMC や生産活動所
や対象者の家において実施し、インタビューの時間は概ね 1 人 30 分か
ら 1 時間。インタビューに際しては録音することの事前承認を得てお
いた。分析は、録音した音声データを文字に起こし質的分析ソフト
MAXQDA を用い分析した。  
 
 
表 3-1  調査協力者の概要  (PKBM の学習者 ) 
番号  名前  年齢  性別  
1 A1 54 歳  女性  
2 B1 44 歳  女性  
3 C1 52 歳  女性  
4 D1 67 歳  女性  
5 E1 34 歳  女性  
6 F1 48 歳  女性  
 
 
表 3-2  調査協力者の概要（ PKBM の教職員）  
番号  名前  年齢  性別  役目  
1 A2 67 歳  女性  センター長  
2 B2 42 歳  女性  秘書・チューター  
3 C2 33 歳  男性  チューター  

























図 3-2  調査地の PKBM Bina Mandiri Cipageran 
 
第 3 節  チパゲラン区の PKBM BMC の活動  
 
1.  PKBM BMC の概要  
事例は、チマヒ市北チマヒ郡チパゲラン区である PKBM BMC を取り上
げる。当時都市に流入して貧困な生活の中にある人々や学校を中退し
た人々を対象に実践されている PKBM BMC の活動概要を述べる。  
 










ようとするライフスキルはない。無職者、貧困者も多い。   
このような現状においてもなお、シパゲラン区で住んでいるセンタ
ー長（ AN 氏）と教育事務所と住民たちとの協力で 2002 年 2 月から PKBM 
BMC の運営が開始された。表 3-3 の通りである。  
 
表 3-3  PKBM Bina Mandiri Cipageran のプロフィルと機関の合法性  
機関名  
PKBM BMC (Bina Mandiri Cipageran / ビナマンディ
リチパゲラン ) 
機関番号  32.2.22.4.1.0001/ P2970293 
住所  
西ジャワ州、チマヒ市、北チマヒ郡、チパゲラン区、
チメンテング  Kolonel Masturi KM. 3 通り  RT01/11 
 40512  
電話番号  (022) 86600042,  +62813-2200-1950 
メールアドレス  pkbm.binamandiricipageran@gmail.com 
設立年  2002 年 02 月 14 日  
公証人名  Hj. Ginanjar Anwar, SH 
公証番号  01 
年・月・日  2007 年 4 月 17 日  
運営ライセンス番号  421.9/1952-disdik/2002 
年・月・日  2002 年 10 月 30 日  
ライセンス代理館  チマヒ市の青少年スポーツ教育局  
NPWP （納税者番号制度） 02.617.370.8.421.000 
出典： Profil PKBM Bina Mandiri Cipageran, (2015: 2)より作成。  
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(2)  教職員組織  




長である。これは PKBM BMC は行政あるいは政府の施設ではないという
ことである。チューターの大多数は学校教育の教師である。加えてチ
マヒ市やバンドゥン市の教職員出身者がもっとも多い。教職員の学歴
は、修士 1 人、学士 15 人、短大卒 1 人、高等学校卒業者 11 人である。
教職員の年齢構成は 23 歳から 73 歳、男女数は、男性 15 人、女性 13















図 3-3  PKBM Bina Mandiri Cipageran の組織構造  















レポートとして作成する、④全体の学習活動を担当する 11。  
 
(3)  PKBM BMC との連携先状況   
PKBM BMC は教育機関と政府機関・共同団体等様々な機関との関わり
をもっている。その他に連携先には大学も挙げられる。具体的には表
3-4 の通りである。  
 
表 3-4  PKBM Bina Mandiri Cipageran との連携先状況  
番号  組織名  役割  
1 チマヒ市教育機関所  
ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 の プ ロ グ ラ ム 実 施
上の支援  
2 西ジャワ県教育機関所  
ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 の プ ロ グ ラ ム 実 施
上の支援  
3 チマヒ市スタジオと学習活動  プログラム開発の協力  
4 
バ ン ド ゥ ン STKIP SILIWANGI 
大学  
実習、研究の協力  
5 インドネシア教育大学  ゼミ、実習、研究の協力  
6 チマヒ市経済機関所  学習者の生産販売の協力  
7 社会サービス機関所  保育園・ライフスキルプログラムの支援  








10 チパゲラン区の住民  
ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 の プ ロ グ ラ ム 実 施
上の支援  
11 インドネシア文部省  
ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 の プ ロ グ ラ ム 実 施
上の支援  
出典： Profil PKBM Bina Mandiri Cipageran (2015: 12-13)より作成。  
注 :＊ PP-PAUDNI は幼児教育・ノンフォーマルとインフォーマル教育開発センター  
 







訓練） 12、⑤スポーツプログラム、⑥図書室等である。  
 
表 3-5  2014-2016 年の学習者数  
番号  プログラム  
学習者の人数  
2014 2015 2016 
1 幼児教育  30 人  27 人  20 人  
2 同等教育 (パケット B) 60 人  60 人  55 人  
3 同等教育 (パケット C) 65 人  60 人  70 人  
4 PKHP (女性エンパワーメントプログラム ) 25 人  50 人  50 人  
5 識字教育  40 人  20 人  20 人  
6 KBO（スポーツ活動グループ）  120 人  120 人  125 人  
7 図書室  160 人  140 人  145 人  




2.  PKBM BMC で実施する識字教育プログラム  














(1)  基礎識字教育プログラム  
PKBM で成人を対象とした実施したプログラムは、最初の段階では基
本的な文字の読み書きや計算を学ぶ。基礎識字プログラムは 6 ヶ月で
114 時間を学び、最後に試験を受け、合格した人は識字証明書「 SUKMA: 



















時間は仕事終了後の午後に行う。 PKBM BMC で行われる識字教育プログ
ラムは、理論よりは実習の方に力点が置かれている。アプローチとし
ては住民の参加型や地域にある問題を一緒に解決する。  
次に、 PKBM BMC の識字教育プログラムが成人に対してどのような学
びのプロセスを行うかを述べてみる。  
 
(3)  援助金  
 識字教育プログラムは学習者をグループ化し実施する。１グループ
の構成は 10 名である。基礎識字プログラムで対象者は 3,600,000 ルピ
ア（ 10 名 X360,000 ルピア）援助金を受ける。独立事業識字プログラム
では 4,600,000 ルピア（ 10 名 X460,000 ルピア）援助金を支援される。 
 
第 4 節  識字教育プログラムへの参加  
 


















た。小学校 6 年生まで進学できた少数の人はいるが、殆どは小学校 2
年生までで中退してしまう。その結果、大多数の人々は読み書き計算
ができないという現実であった。住民たちの仕事は主に農業労働者で







A1 さん：私は経済的な理由等で、小学校 2 年までしか学校に
行ってないです。  
 













たく不定期で、月に 5 回から 10 回程度であり、時には 1 ヶ月間に全く
ない時もあった。当時の賃金は 1 日で 5,000 ルピア（約 50 円）と低賃
金での労務であった。必然的に生活は困窮の中にあった。  
 
(2)  識字教育プログラムへの参加したきっかけ  
その様な生活実態の女性たちであったが、彼女たちは 2011 年から
PKBM BMC の識字教育プログラムに参加した。当時の参加者数は全員で

















分からない。この理由で私は PKBM で勉強したい。  
 


































































図 3-4  識字教育プログラムへの参加と意識・行動変容のプロセス   
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2.  識字教育プログラムの学びのプロセス  
(1)  住民たちの識字能力調査の実施（アイデンティフィケション） 
PKBM BMC の識字教育プログラムのプロセスは、学習を行う前、 PKBM







(2)  学習活動をつくる  
①  教育の重要性を育成する  




















③  地域の伝統的な文化を学ぶ  
また、 PKBM BMC ではチャルン（ Calung）楽器 ,レオグ  （ Reog）とい
う西ジャワの伝統文化である地域に根ざした文化活動も行われている。 
 











(3)  PKBM BMC での学習の戦略  
①  ジョイフル学習 /楽しい学習  
適用されるアプローチは、学習プロセス自体に重点を置かずに強制
的ではなくジョイフル学習 /楽しい学習を行うことである。  
 
C2 さん：ここでの学習は本当にノンフォーマル教育です。以















③  メディア通して学ぶ  
他のアプローチはテレビや携帯電話等のメディアを通して学習する。 
 
D2 さん  : サリさんは Si bolang という番組が好きです。 Si 



























3.  識字教育から生産活動へ  
 ライフスキルや収入向上のための活動として、 2014 年に彼女たちの






その後、材料や工具・道具品が買うために当時 PKBM が 500,000 ルピア




(1)  多様な支援  
①  家族の理解  








C1 さん：このプログラムに参加しても大丈夫です。  
 
A1 さん：そうですね、家族からの理解を得られます。最近他の





E1 さん：夫から支援されています。私の娘も PKBM で勉強して
います。娘は今、高校 1 年生です。  
 
②  地方政府の支援  
地方政府からの支援については、識字基礎教育プログラムを学んだ
後、チマヒ市のある地域づくりプロジェクトの代表 Rina さん（ R）と












管理（ Financial Management）を教えています。  
イン： Management ですね。  






④  銀行からの援助金による支援  














4.  PKBM の識字教育プログラムを通しての意識・行動変容  
対象者が識字教育プログラムへの参加によって自己認識側面、経済
的な側面、社会参加側面、主体化（ Subjectivitation）側面の 4 側面
の意識や行動の変容がみられた。  
 




   
イン：識字教育を受けて、何か心の持ち方に変化がありました
か  

















































A1 さん : 私は高齢者支援組織の幹部、幹部長です。地域健康セ
ンター、市役所、区役所とか、みんな私のことを知っています。  
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動 と し て チ ゲ ン デ ィ ン 区 （ Cigending Village） や ス カ ム ル ヤ 区
(Sukamulya Village)の PKBM で実践されている同等教育プログラム




観する。第 2 節は、この章の事例であるバンドゥン市の 2 つの PKBM で
行われている同等教育プログラムの調査概要をまとめる。及び調査地
と対象者及び調査の方法と分析について述べる。第 3 節においては、
実践されている 2 つの PKBM である PKBM Bina Cipta Ujung Berung（以







第 1 節  同等教育プログラム（ Equivalency Education Program)の概
念   
 
インドネシアにおけるノンフォーマル教育プログラムの一つが同等









ト B、パケット C の 3 つのレベルがある。パケット A が小学校、パケッ
ト B が中学校、パケット C が高校のレベルに相当するプログラムであ
る 2。学習期間は学校教育と同じパケット A が 6 年、パケット B が 3 年、
パケット C が 3 年である。それぞれのパケットを修了すると卒業証明
書を授与される 3。Sardin (2015)は、同等教育プログラムの目標は一般
的に学校教育で学ぶ機会を持たない学習者のニーズに合致し、質の高
い基本的な教育機会を提供することである 4。  
同等教育プログラムは、そもそも 1994 年に開始された 9 年間の義務
基礎教育プログラム（パケット A とパケット B）の成功を支えるノンフ
ォーマル教育サービスの一形態で始められた 5。引き続いて 2013 年に












ドネシアの国家教育制度に関する 2003 年第 20 号法律 26 条 6 項では次
のように述べられている。「政府又は地方自治体が任命した教育機関の
教育基準を参考に、等価性評価の過程を経てフォーマル教育と同等の





る。さらに、パケット  A 修了者は収入向上技術習得を目的とした独立
事業教育という学習グループに参加することも可能であり、他にも
様々な学習を継続するためのノンフォーマル教育プログラムが用意さ
れている 8。  
 
第 2 節  調査の概要  
 
1.  調査地と対象者  
調査地及び対象者は、西部ジャワ州（ West Java Province）バンド
ゥン市 (Bandung City)ウジュンベルン郡（ Ujung Berung District）チ
ゲンディン区（ Cigending Village）の PKBM Bina Cipta Ujung Berung 
(以下、 PKBM BCU という）とチナンボ（ Cinambo District）、スカムル
ヤ区（ Sukamulya Village）の PKBM Sukamulya（以下、PKBM SM という）
で実施されているノンフォーマル教育活動である同等教育プログラム
に参加した学習者と教職員である。調査は 2017 年 8 月 23 日から 9 月
17 日にかけて、続いて 2018 年 3 月 11 日から 26 日にかけて、 PKBM を
訪問した。今回の調査協力者は総 19 名、うち学習者は 13 名（表 4-1）、
教職員は 6 名 (表 4-2)である。  
 




人 30 分から 1 時間の間で、インタビューする前に各人の許可を得て録
音した。分析は、調査した音声データを文字に起こし、質的分析ソフト





表 4-1  調査協力者の概要  (PKBM の学習者 ) 
番号  名前  年齢  性別  実情  仕事  
１  A1 18 歳  男性  パケット C なし  
2 B1 21 歳  男性  2018 年、大学に進学  
親 の 仕 事 を 手 伝
う（屋台）  
3 C1 18 歳  男性  パケット C 店で働く  
4 D1 15 歳  男性  パケット B なし  
5 E1 51 歳  女性  パケット C 幼稚園の教師  
6 F1 19 歳  男性  パケット C 店で働く  
7 G1 17 歳  女性  パケット C なし  
8 H1 29 歳  男性  パケット C 
親 の 仕 事 を 手 伝
う（店）  
9 I1 19 歳  男性  パケット C 労働者 (裁縫 ) 
10 J1 34 歳  女性  パケット C 労働者  
11 K1 51 歳  女性  パケット C 幼稚園の教員  
12 L1 42 歳  女性  パケット C（卒業した） 区役所で働く  
13 M1 56 歳  女性  パケット C（卒業した） 保育園の教員  
 
 表 4-2  調査協力者の概要  (PKBM の教職員 ) 
番号  名前  年齢  性別  役目  実情  
１  A2 42 歳  女性  センター長  大学卒業  
2 B2 22 歳  男性  チューター  
大学卒業（ボランテ
ィア）  
3 C2 22 歳  女性  チューター  
大学卒業（ボランテ
ィア）  
4 D2 50 代  女性  センター長  大学卒業  
5 E2 32 歳  女性  チューター  大学卒業  



















図 4-1  調査地の PKBM BCU と PKBM SM 
 
第 3 節  PKBM BCU と PKBM SM の活動概要  
 
1.  PKBM BCU の概要  
(1)  PKBM BCU の歴史  





もたちを対象に、センター長（ S 氏）は 2006 年に幼児教育の施設を設
立した。その後の調査結果によって、設立 3 年後 2009 年には小学校や
中学校のフォーマル教育を中退した子どもたちが多数いることが分か













表 4-3  PKBM Bina Cipta Ujung Berung のプロフィルと機関の合法性  
機関名  PKBM Bina Cipta Ujung Berung (PKBM BCU) 
機関番号  プロセス  
住所  
西部ジャワ州、バンドゥン市、ウジュンベルン郡、チ
ゲンディン区、アンディルカレル 05 番  RT.03 RW.03 
40611 
電話番号  
+62858-6144-5353 / +62858-6068-4029 / +812-2385-
1895 
メールアドレス  pkbmbcu@yahoo.com 
ブロッグ  pkbmbcu.blogspot.com 
設立年  2009 年 05 月 14 日  
財団名  Bina Cipta Ujung Berung 財団  
公証人名  Aris Iskandar, S.H, M.Kn 
公証番号  05 
年・月・日  2014 年 1 月 15 日  
運営許可番号  421.10/3133-Disdik/2013 
発行者許可  バンドゥン市の教育局  
NPWP（納税者番号制度） 32.525.223.9-429.000 
出典： Profil PKBM Bina Cipta Ujung Berung (2017: 4-5)より作成。  
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(2)  教職員の組織  
PKBM BCU は 2017 年時点の教職員数は、センター長 1 人、秘書 1 人、
会計係 1 人、チューター 21 人、合計 24 人である。教職員の出身者内訳
は、バンドゥン出身 16 人、バンドゥン以外出身 8 人である。教職員の
学歴は、大学院卒業者 2 人、大学卒業者 14 人、短期大学卒業者 1 人、
高校卒業者 7 人である。年齢構成は 21 歳から 59 歳で、内訳は男性 8
人、女性 16 人である。  
 
 
図 4-2  PKBM Bina Cipta Ujung Berung の組織構造  
出典： Profil PKBM Bina Cipta Ujung Berung (2017)の資料をもとに筆者作成。  
 
(3)  PKBM BCU との連携先状況  
PKBM BCU の連携先状況は多様である。①資料の援助、②スタッフの
指導・訓練、③プログラム実施の支援、④学習者や生産販売等の協力、




とも分かる。具体的には表 4-4 の通りである。  
 
表 4-4  PKBM Bina Cipta Ujung Berung との連携先状況  
番号 組織名  役割  実施年  
1 バンドゥン市教育局  施設の認可  2006‐現在  
2 
西部ジャワ州図書館・情報機関
（ Bapusibda Kota Bandung）  





（ Kapuserda Kota Bandung）  





大 学  (UPI,UNINUS, UNPAD, 
STIKES, UIN）  
実習、研究の協力  2009‐現在  
5 






















マスメディア（ Pikiran Rakyat, 
Tribun, Kompas）  
出版の協力  2010‐現在  
10 ラジオ  発表の協力  2010‐現在  
11 銀行（ BRI, BJB）  プログラム実施上支援  2011‐現在  
12 コンビニ（ Indomaret）、スーパー  
学 習 者 の 生 産 販 売 の 協
力  
2015‐現在  





(4)  参加者数  
表 4-5 は、 2012 年から 2017 年まで PKBM BCU で実施されている同等
教育プログラムへの参加者数を表している。そこでは、同等教育プロ
グラムのパケット B とパケット C の参加者が多く、その中では女性よ
り男性の方が多くいることが分かる。具体的な PKBM BCU の参加者数は、
次の通りである。  
 
表 4-5  2012-2017 年の同等教育プログラムの参加者数   
 2012 年－2015 年 2016 年－2017 年 2017 年－2018 年 
 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 
パケット
A 




   
パケット
B 
19 人 8 人 27 人 20 人 6 人 26 人 3 人 4 人 7 人 
パケット
C 
73 人 24 人 97 人 64 人 31 人 95 人 23 人 13 人 36 人 
出典：Profil PKBM Bina Cipta Ujung Berung（ 2017）のデータをもとに筆者作成。  
  
2.  PKBM SM の概要  
(1)  PKBM SM の歴史  
PKBM SM はバンドゥン市チナンボ郡スカムルヤ区の中にある。セン
ター長（ N 氏）と住民たちの協力で 2009 年 12 月 28 日から PKBM の運










表 4-6  PKBM Sukamulya のプロフィルと機関の合法性  
機関名  PKBM Sukamulya 
機関番号  プロセス  
住所  
西ジャワ州、バンドゥン市、チナンボ郡、スカムルヤ
区、チレンゴット、 14 番  RT04/04. 
40612 
電話番号  +6222-7090-1097 / +62853-5256-5564 
メールアドレス  pkbmsukamulya@gmail.com 
設立年  2009 年 12 月 28 日  
公証人名  Marisa, S.H, M.Kn 
公証番号  2 
年・月・日  2009 年 12 月 28 日  
運営許可番号  421.10/6723-Disdik/2009 
発行者許可  バンドウ市の教育局  
NPWP（納税者番号制度） 45.338.165.9-429.000 
出典： Profil PKBM Sukamulya (2015: 4-5)より作成。  
 
(2)  教職員の組織  
PKBM SM は 2017 年時点での教職員構成は、センター長 1 人、秘書 1
人、会計係 1 人、チューター 12 人、会計 15 人の教職員で組織されてい
る。教職員の出身は、バンドゥン出身 12 人、バンドゥン以外出身 3 人
である。その教職員の学歴は、大学卒業 8 人、短期大学卒業 2 人、高
校卒業 5 人である。年齢構成は 20 歳から 57 歳、内訳は男性 4 人、女









図 4-3  PKBM Sukamulya の組織構造  
出典：  Profil PKBM Sukamulya (2015) の資料をもとに筆者作成。  
 










表 4-7  PKBM Sukamulya との連携先状況  
番号 組織名  役割  
1 バンドゥン市教育機関所  施設の認可  
2 
西ジャワ州図書館・情報機関  









大学（ UNINUS, STIMIK Jabar, 
UNPAD ）  
実習、研究の協力  












マ ス メ デ ィ ア （ Pikiran 
Rakyat, Tribun, Kompas）  
出版の協力  
10 銀行（ BI, YPPI）  プログラム実施上の支援  
11 Puri Nusa 会社  プログラム実施上支援  
出典： Profil PKBM Sukamulya (2015: 7)より作成。  
 
第 4 節  分析の結果  
 
1.  参加する前の状況と同等教育プログラムへの参加のきっかけ  














と学校の距離が遠い 14 人、校則違反により退学 13 人、家庭内の問題
9 人、イスラム教育機関 (Pesantren)での就学 7 人、私的事由から入学





表 4-8  学校を受けなかった・中退した理由  
番号  学校を受けない・中退した理由  人数  人数率  
1 経済的な問題  118 人  70％  
2 自宅と学校の距離が遠い  14 人  8％  
3 校則違反により退学  13 人  8％  
4 家庭内の問題  9 人  5％  
5 イスラム教育機関 (Pesantren)での就学  7 人  4％  
6 私的事由から入学しない  4 人  2％  
７  病気  3 人  2％  
8 結婚  1 人  1％  
会計  169 人  100％  






①  経済的な問題  
 経済的な問題の理由と推察できる調査結果。就労の内訳である（表
4-9）。  





PKBM で実施されている同等教育プログラムの選択しかないのである。  
 
表 4-9  同等教育プログラム参加者の親の職業  
父親の仕事  母親の仕事  
職種  人数  人数率  職種  人数  人数率  
単純労働者  40 人  24％  失業者・主婦  126 人  75％  
自営業者  34 人  20％  自営業者  20 人  12％  
失業者  30 人  18％  単純労働者  15 人  9％  
他（不明）  65 人  38％  物売り  3 人  2％  
   死亡した  3 人  2％  
   教員  1 人  1％  
   仕立屋  1 人  1％  
会計  169 人  100％  会計  169 人  100％  

























I1：私を入れて 6 人います。実際は 8 人ですが、既に 2 人は死
亡しています。私は 4 番目です。  



























































表 4-10 のアンケート調査の回答より 3 つの事由を上げている。それ
は、①上位学校への進学、②就職、③学歴を上げるように・職場から言
われた。  
各事由の内訳は、上位学校への進学 92 人、就職 40 人、学歴を上げ




表 4-10  同等教育プログラムに参加した目的  
番号  参加した目的  人数  人数率  
1 上位学校への進学  93 人  55％  
2 就職  40 人  24％  
3 学歴を上げるよう職場から言われる  36 人  21％  
会計  169 人  100％  
2018 年４つ PKBM で実施したアンケート調査の結果をもとに筆者作成。  
 























































イン  : なぜ、このプログラムに参加しましたか。  
E1：私は、幼稚園の教員として仕事しています。学歴としては
中学校しか出ていません。そこでここの同等教育プログラムの
パケット C に参加します。  


















   





スである。この分析のプロセスは図 4-4 に示す。  
 





































PKBM BCU の時間割は、 1 週間に 2 日で土曜日と日曜日、午前 9 時から
午後 3 時まで行われ、授業に関しては、全部 8 科目で、1 日 4 科目実施
される。 PKBM SM は、 1 週間に 4 日で、火曜日、木曜日と土曜日は夜 7





















































(2)  プログラムの実行  
政府により同等教育プログラムで 3 つの方法を行う。それらの学習
方法は、対面式教育 /講義教育、チュートリアル、自己学習である。  
 











































































例えば、 1 グループは 1 から 5 の問題を話し合い議論して、 2














































































①  知識が高まる  
＜職場に関する知識が高まる＞  
 K1 さんは保育園の教員として働いている。同等教育プログラムパケ




























②  スキルが高まる  
＜コンピュータ操作に関するスキルが高まる＞  


































































今は恥ずかしいことがなくなりました。   
 
(2)  社会的側面  
社会的側面では、①交流や活動の参加意欲が高まる、②人間関係が
広がる、③ PKBM の活動に他者を誘う、という以前より変容した学習者
たちの 3 つの側面が見られるようになった。  
 



































































教育プログラムのパケット C に参加しました。  
イン：あなたの同じ職場ですね。  
L1 : そうです。私と今一緒に働いている友達です。  
 
































































M1:前私はここ「家族福祉運動」（ PKK：Pembinaan Kesejahteraan 

























































































1 Kejar とは、インドネシア語で「追いつく」という意味であり、Kejar という
言葉は  Ke は Kelompok（グループ）、Jar は Belajar（学習）から命名された。  
2 Kementerian Pendidikan Nasional, Direktorat Jenderal Pendidikan 
Nonformal dan Informal, Direktorat Pendidikan Kesetaraan, 2010, 
Penyelenggaraan Program Pendidikan Kesetaraan Paket A, Paket B,  dan 
Paket C. 
3 Loc. cit. 
4 Sardin, 2015, Pengembangan Modus Belajar Pada Pendidikan Kesetaraan 
Dalam Meningkatkan Kompetensi Lulusan. In Prosiding Seminar Nasional. 
Pemetaan Pembangunan Berkelanjutan Abad 21 untuk Penguatan Peran 
Pendidikan Nonformal dan Informal di Indonesia , Bandung: Departemen 
Pendidikan Luar Sekolah, Fakultas Ilmu Pendidikan, Universitas 
Pendidikan Indonesia. pp. 45-58. 
5 独立行政法人国際協力機構  (JICA) 国際協力総合研修所、 2005、『ノンフォ
ーマル教育支援の拡充に向けて』 154 頁。  
6  Kamil, Mustofa, 2001， Pendidikan Nonformal: Pengembangan Melalui 
Kegiatan Belajar Mengajar (PKBM) di Indonesia (Sebuah Pembelajaran 
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dari Kominkan Jepang). Bandung: Alfabeta. 
7 Undang-Undang Republik Indonesia No 20 Tahun 2003 Tentang Sistem 
Pendidikan Nasional. (インドネシア共和国 2003 年法律 20 号教育システム )。 





終章  本研究の成果と今後に残された課題  
 














 第 1 章では、アジアの途上国であるインドネシアを事例にノンフォ
ーマル教育の制度化と施策がすすめられる社会的・教育的課題を確認
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Literacy Program Research (For Learner) 
 
DD/MM/YYY  : 
Name of PKBM : 
Full Name  : 
 
1. Current Equivalency ‘Paket’Program you are following? 
☐Paket B    ☐Paket C 
 
2. Sex? 
 ☐Male     ☐Female 
 
3．How old are you? 
（  Year old） 
 
4．How many sibling do you have? 
  ☐1 sibling    ☐4 siblings 
  ☐2 siblings    ☐5 siblings 
  ☐3 siblings    ☐Others,...... 
 
5. What order are you in your family? 
 ☐First child    ☐Fourth child 
  ☐Second child    ☐Fifth child 
  ☐Third child    ☐Others,...... 
 
6．Do currently you working?  
 ☐Yes     ☐No 
If yes, please describe your occupation? 




  ☐Others, plese describe...... 
 
7．Are you married? 
  ☐Yes     ☐Not yet 
 If yes, how many children do you have? 
  ☐1     ☐4 
  ☐2     ☐Other, Please describe...... 





  a) Father 
  ☐Factory worker 
☐Teacher/Tutor 
  ☐Entrepreneur/trader 
☐Unemployed 
  ☐Other, Please describe...... 
  b)Mother 
  ☐Factory worker 
☐Teacher/Tutor 
  ☐Entrepreneur/trader 
☐Unemployed 
  ☐Other, Please describe...... 
 
9．Which ‘Paket’did you in, at the first time joined the equivalency 
program? 
 ☐Paket A 
  ☐Paket B 
  ☐Paket C 
 
10．Last formal education background? 
 ☐Never  
  ☐Elementary school          Grade...... 
  ☐Junior high school   Grade...... 
  ☐Senior high school   Grade...... 
 
11．Why did you not continue your formal education? 
  ☐Economy issue 
  ☐Having trouble at school 
  ☐Having trouble in the family 
  ☐Distance from home to school too far 
  ☐Studied in Islamic Boarding School 
  ☐Others, please describe...... 
 
12．What is your goal by joining equivalency program? 
 ☐To continuing education 
 ☐To look for a job 
 ☐To upgrade education history background・Requirement from current 
employment 
  ☐Others, please describe...... 
 
13．What will you do after graduate? 
 ☐Looking for job 
 ☐Continue to higher education program 
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Literacy Program Research (For Learner) 
Name   : 
Name of PKBM  : 
DD/MM/YYYY  : 
No Goals Indicator Sub-Indicator Answer 
1 Profile Learner profile 1. What is your name? 
2. How old are you? 
3. What is your occupation? 
4. How many sibling do you have? 
5. What order are you in your family? 
6. Are you married? 
7. (for those who are married) how many 
children do you have? 
 
  Area’s condition 1. How is the condition of this area? 
2. How is the education facility on this 
area? 
3. What is natural resources from this 
area? 
4. What is average livelihood of the 
citizen here? 
 
     
2 Literacy program 
(Raw input) 
Learner condition 
before joining  
literacy program 
1. What is your previous formal education 
background? 
2. (For those who dropped out) what is the 
reason? 
3. What were you doing after quitting 




4. Did you worked at that time? 
5. What kind of work did you do? 
6. How much did you earn per month? 
7. Did you ever wandered out of your area 
for living? 
8. (for those who had wandered out) where 
did you go? 
9. Why did you return here?  




1. When did you joined functional literacy 
program? 
2. From where did you get the information 
about this program? 
3. What is your joining purpose?  
 
     
3 Entering 
literacy program 
The purpose of 
helding the 
literacy program 
1. Do you know what is the purpose of 
literacy program here? 
 
  Planning  1. Are you involved in planning this 
program? 
2. What kind of planning has been 
discussed at that time? 
 
  Material 1. What kind of learning material had been 
received? 
2. Can you mention the material? 




  Functional literacy 
learning activity 
1. Please describe the activity of 
functional literacy learning program 
here? 
2. What kind of subject has been learnt? 
3. Please describe, the way tutor taught 
you? 
4. Does it easy to understand?  
 
  Learning resources 1. Please describe the learning resources? 
2. Does your previous experiences also a 
learning resources here? 
 
  Learning media 1. What kind of media do you use during 
learning process? 
2. Who is providing the learning media? 
 
  Fund 1. Did organization charged money from 
you, for the learning activity? 
2. (if yes) how much does it charged? 
 
     
4 Process Learning methods 1. How the way tutor deliver learning 
material to you? 
 
  Learning material 1. What kind of learning material do you 
use? 
2. Who has the rights to decide the 
learning material? 
3. Does is fit in with your needs? 
 





2. Who else involved in deciding the 
learning schedule? 
3. Please describe the day and time of 
learning schedule? 
4. How long the duration? 
5. Where is the learning process took 
place? 
  Learning facilities 1. Does current facilities enough to 
support the learning process? 
2. What kind of facilities do you need? 
 
     
5 Evaluation  1. Did you get test (evaluation process)? 
2. What kind of test (evaluation process) 
did you get? 
 







Reason to join 1. Why did you continue to the independent 
literacy entrepreneurship program? 
2. What is your reason for continuing to 
the independent Literacy 
entrepreneurship program? 
 
  Process 1. Who is planning this program? 
2. Who are involve on this planning? 
3. How is the process of this 
entrepreneurship program? 
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7 Various Support Family Support 1. How does your family response about 
your activity here?  
2. Do your family support you? 
3. What kind of support do they give? 
 
  Friends Support 1. How does your friends response about 
your activity here?  
2. Do your friends support you? 
3. What kind of support do they give? 
 
  Neighborhood 
support 
1. How does your neighborhood response 
about your activity here?  
2. Do your neighborhood support you? 
3. What kind of support do they give? 
 
  Local Government 1. How does your local government response 
about your activity here?  
2. Do your local government support you? 
3. What kind of support do they give? 
 
  Other Parties (ex: 
University, local 
bank, local company 
for CSR) 
1. Is there any other parties other than 
mentioned above support you? 
2. What kind of support do they give? 
 
     




1. What kind of impact did you get after 
following the literacy program? 
2. Is there any changes? What kind of 
changes? 





  Economy aspect 1. Is there any increasing in your economy 
earning? 
2. How much did you earn per month, before 
joining this program? 
3. How much did you earn per month, after 
joining this program? 
 
  Participation 
aspect 
1. Do you often participated in any events 
of PKBM? 
2. Is there any other event that you 
participated in? 
 
  Social aspect 1. How is your social contribution after 
following PKBM’s program? 
 
  Daily life aspect 1. Is there any change in your daily life 






Literacy Program Research (For Tutor and Organizer) 
Name   : 
Name of PKBM  : 
DD/MM/YYYY  : 
No Goals Indicator Sub-Indicator Answer 
1 Profile Tutor and organizer 
profile. 
1. What is your name? 
2. How old are you? 
3. What is your position here? 
4. Do you have any other occupation? 
5. What is your last education 
background? 
 
     
2 Area profile Area’s condition 1. How is the condition of this area? 
2. How is the education facility on 
this area? 
3. What is natural resources from this 
area? 
4. What is average livelihood of the 
citizen here? 
5. What is the reason for having 
literacy program helding here? 
Please explain it. 
6. Demography profile? 
 




Socialization  1. How did you socialize the program 
about this program to participant 




2. Is there any other parties that 
helped you in sharing the program? 
3. Please describe the way you are 
socialize this program? 
  The purpose of 
helding the 
literacy program 
1. What is the purpose of helding the 
literacy program? 
 
  Planning  1. Does the learner involved in 
planning this program? 
2. What kind of planning has been 
discussed at that time? 
 
  Curriculum 1. What kind of curriculum applied 
here? 
2. Who decide the curriculum? Is it 
from central organizer? Please 
explain. 
3. Did you developed the exist 
curriculum? Please explain. 
4. Does the curriculum adjusted with 
the need of learner? Please 
explain. 
5. Does the curriculum adjusted with 
local natural resources? Please 
explain. 
 
  Material 1. What kind of learning material had 
been given? 




3. Does the material adjusted to 
learner needs? 
  literacy learning 
activity 
1. Please describe the activity of 
literacy learning program here? 
2. What kind of subject has been 
taught? 
 
  Learning resources 1. Please describe the learning 
resources? 
2. Does your previous experiences also 
a learning resources here? 
3. Who made the learning reasources? 
4. Does it adjusted with syllabus and 
RPP? 
 
  Learning media 1. What kind of media do you use 
during learning process? 
2. Who is providing the learning 
media? 
 
  Fund 1. How does this learning process 
funding? 
2. Did organization charged money from 
the learner? 
3. (if yes) how much does it charged? 
 
     
4 Process Approaching 1. How did you approach the learner? 





3. Why did you choose to use that 
approaching techniques? 
4. Does it adjusted with the learner 
personal character? 
  Learning methods 1. What kind of learning methods you 
are using? 
2. Who decides the methods? 
3. Why did you use that methods? 
4. Do you also applying the face to 
face, tutorial and individual 
methods? 
5. Does the learner also doing mutual 
learning each other? 
 
  Teaching material 1. What kind of teaching material do 
you use? 
2. Who has the rights to decide the 
teaching material? 
3. Why did you choose to use that kind 
of material? 
4. Does is adjusted with citizen (the 
learner) needs? 
5. Does it adjusted with local natural 
resources?  
 
  Learning schedule 1. Who has the rights to decide the 
learning schedule? 
2. Does the learner involved in 




3. Please describe the day and time of 
learning schedule? 
4. How long the duration? 
5. Where is the learning process took 
place? 
  Learning facilities 1. Does current facilities enough to 
support the learning process? 
2. What kind of facilities do you 
need? 
 
     
5 Evaluation  1. Did the learner get evaluation 
process? 
2. What kind of evaluation did they 
get? 
3. What kind of result does 
organization expect to get from 
this learning process? 
 
     
6 Various Support Local Government 1. How does your local government 
response about your activity here?  
2. Do your local government support 
you? 
3. What kind of support do they give? 
 
  Other Parties (ex: 
University, local 
bank, local company 
for CSR) 
1. Is there any other parties other 
than mentioned above support you? 




Equivalency Program Research (For Learner) 
Name   : 
Name of PKBM  : 
DD/MM/YYYY  : 
No Goals Indicator Sub-Indicator Answer 
1 Profile Learner profile 8. What is your name? 
9. How old are you? 
10.What is your occupation? 
11.How many sibling do you have? 
12.What order are you in your family? 
13.Are you married? 
14.(for those who are married) how many 
children do you have? 
 
  Area’s condition 5. How is the condition of this area? 
6. How is the education facility on this 
area? 
7. What is natural resources from this 
area? 
8. What is average livelihood of the 
citizen here? 
 





before joining  
Equivalency  
program 
10.What is your previous formal education 
background? 
11.(For those who dropped out) what is 
the reason? 
12.What were you doing after quitting 




13.Did you worked at that time? 
14.What kind of work did you do? 
15.How much did you earn per month? 
16.Did you ever wandered out of your area 
for living? 
17.(for those who had wandered out) where 
did you go? 
18.Why did you return here?  




4. When did you joined Equivalency 
program? 
5. From where did you get the information 
about this program? 
6. What is your joining purpose?  
 




The purpose of 
helding the 
Equivalency program 
2. Do you know what is the purpose of 
Equivalency program here? 
 
  Planning  3. Are you involved in planning this 
program? 
4. What kind of planning has been 
discussed at that time? 
 
  Material 4. What kind of learning material had 
been received? 
5. Can you mention the material? 
6. Does the material fit in your needs? 
 
  Equivalency 
learning activity 
5. Please describe the activity of 




6. What kind of subject has been learnt? 
7. Please describe, the way tutor taught 
you? 
8. Does it easy to understand?  
  Learning resources 3. Please describe the learning 
resources? 
4. Does your previous experiences also a 
learning resources here? 
 
  Learning media 3. What kind of media do you use during 
learning process? 
4. Who is providing the learning media? 
 
  Fund 3. Did organization charged money from 
you, for the learning activity? 
4. (if yes) how much does it charged? 
 
     
4 Process Learning methods 2. How the way tutor deliver learning 
material to you? 
 
  Learning material 4. What kind of learning material do you 
use? 
5. Who has the rights to decide the 
learning material? 
6. Does is fit in with your needs? 
 
  Learning schedule 6. Who has the rights to decide the 
learning schedule? 





8. Please describe the day and time of 
learning schedule? 
9. How long the duration? 
10.Where is the learning process took 
place? 
  Learning facilities 3. Does current facilities enough to 
support the learning process? 
4. What kind of facilities do you need? 
 
     
5 Evaluation  3. Did you get test (evaluation process)? 
4. What kind of test (evaluation process) 
did you get? 
 
     
6 Various Support Family Support 4. How does your family response about 
your activity here?  
5. Do your family support you? 
6. What kind of support do they give? 
The Learner 
  Friends Support 4. How does your friends response about 
your activity here?  
5. Do your friends support you? 
6. What kind of support do they give? 
 
  Neighborhood 
support 
4. How does your neighborhood response 
about your activity here?  
5. Do your neighborhood support you? 
6. What kind of support do they give? 
 
  Local Government 4. How does your local government 




5. Do your local government support you? 
6. What kind of support do they give? 
  Other Parties (ex: 
University, local 
bank, local company 
for CSR) 
3. Is there any other parties other than 
mentioned above support you? 
4. What kind of support do they give? 
 
     
7 Result Impact after 
finishing 
Equivalency program 
4. What kind of impact did you get after 
following the Equivalency program? 
5. Is there any changes? What kind of 
changes? 
6. What does this Equivalency program 
means to you? 
 
  Economy aspect 4. Is there any increasing in your 
economy earning? 
5. How much did you earn per month, 
before joining this program? 
6. How much did you earn per month, after 
joining this program? 
 
  Participation 
aspect 
3. Do you often participated in any 
events of PKBM? 
4. Is there any other event that you 
participated in? 
 
  Social aspect 2. How is your social contribution after 
following PKBM’s program? 
 
  Daily life aspect 2. Is there any change in your daily life 




Equivalency Program Research (For Tutor and Organizer) 
Name   : 
Name of PKBM  : 
DD/MM/YYYY  : 
No Goals Indicator Sub-Indicator Answer 
1 Profile Tutor and organizer 
profile. 
6. What is your name? 
7. How old are you? 
8. What is your position here? 
9. Do you have any other occupation? 
10.What is your last education 
background? 
 
     
2 Area profile Area’s condition 7. How is the condition of this area? 
8. How is the education facility on 
this area? 
9. What is natural resources from this 
area? 
10.What is average livelihood of the 
citizen here? 
11.What is the reason for having 
Equivalency program helding here? 
Please explain it. 
12.Demography profile? 
 




Socialization  4. How did you socialize the program 
about this program to participant 




5. Is there any other parties that 
helped you in sharing the program? 
6. Please describe the way you are 
socialize this program? 
  The purpose of 
helding the 
Equivalency program 
2. What is the purpose of helding the 
Equivalency program? 
 
  Planning  3. Does the learner involved in 
planning this program? 
4. What kind of planning has been 
discussed at that time? 
 
  Curriculum 6. What kind of curriculum applied 
here? 
7. Who decide the curriculum? Is it 
from central organizer? Please 
explain. 
8. Did you developed the exist 
curriculum? Please explain. 
9. Does the curriculum adjusted with 
the need of learner? Please 
explain. 
10.Does the curriculum adjusted with 
local natural resources? Please 
explain. 
 
  Material 4. What kind of learning material had 
been given? 




6. Does the material adjusted to 
learner needs? 
  Equivalency 
learning activity 
3. Please describe the activity of 
Equivalency learning program here? 
4. What kind of subject has been 
taught? 
 
  Learning resources 5. Please describe the learning 
resources? 
6. Does your previous experiences also 
a learning resources here? 
7. Who made the learning resources? 
8. Does it adjusted with syllabus and 
RPP? 
 
  Learning media 3. What kind of media do you use 
during learning process? 
4. Who is providing the learning 
media? 
 
  Fund 4. How does this learning process 
funding? 
5. Did organization charged money from 
the learner? 
6. (if yes) how much does it charged? 
 
     
4 Process Approaching 5. How did you approach the learner? 





7. Why did you choose to use that 
approaching techniques? 
8. Does it adjusted with the learner 
personal character? 
  Learning methods 6. What kind of learning methods you 
are using? 
7. Who decides the methods? 
8. Why did you use that methods? 
9. Do you also applying the face to 
face, tutorial and individual 
methods? 
10.Does the learner also doing mutual 
learning each other? 
 
  Teaching material 6. What kind of teaching material do 
you use? 
7. Who has the rights to decide the 
teaching material? 
8. Why did you choose to use that kind 
of material? 
9. Does is adjusted with citizen (the 
learner) needs? 
10.Does it adjusted with local natural 
resources?  
 
  Learning schedule 6. Who has the rights to decide the 
learning schedule? 
7. Does the learner involved in 




8. Please describe the day and time of 
learning schedule? 
9. How long the duration? 
10.Where is the learning process took 
place? 
  Learning facilities 3. Does current facilities enough to 
support the learning process? 
4. What kind of facilities do you 
need? 
 
     
5 Evaluation  4. Did the learner get evaluation 
process? 
5. What kind of evaluation did they 
get? 
6. What kind of result does 
organization expect to get from 
this learning process? 
 
     
6 Various Support Local Government 4. How does your local government 
response about your activity here?  
5. Do your local government support 
you? 
6. What kind of support do they give? 
 
  Other Parties (ex: 
University, local 
bank, local company 
for CSR) 
3. Is there any other parties other 
than mentioned above support you? 
4. What kind of support do they give? 
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